
 入学・進級おめでとう！！ 

校庭の桜が、新しい１年生の入学を待ってくれていたかのように

美しく咲く中で、素晴らしいお天気にも恵まれて、４月６日（月）に６１

名の新１年生が入学しました。 

 

入学式は、厳粛な雰囲気の中、どの生徒も緊張しながら、中学校

入学の喜びと田尻町立中学校の１年生として頑張ろうとする気持ち

が溢れていました。担任の先生から名前を呼ばれた時に、しっかりと

返事をしたり、立ったり座ったりの１つひとつの所作に感動しました。

素晴らしい田尻町立中学校の生徒になってくれると確信しました。 

入学式では、在校生を代表して、５名の生徒会役員が参列しまし

た。生徒会を代表して德井理紗子さんが「在校生歓迎の言葉」を述

べてくれました。その立ち居振る舞いは、先輩としての気品に溢れる

もので、力強くメッセージを送る様子に感動しました。 

それを受けて、中学生になっての決意を、1年生を代表して荒木

皓太朗さんが、「入学の言葉」として立派に宣言してくれました。とて

も嬉しく思いました。保護者の皆さまにとっても感慨深い式になった

と思います。 

 

新１年生には、入学式で１つ目の校訓である「自立」について、

「誰かに言われたからやるのではなく、自分がどうなりたいか・どう

したいのか」そのためには「今、何をすべきか」を自らに問いかけ、今

を精一杯生きてほしいと話しました。５月の宿泊訓練をはじめとし

て、体育大会や合唱コンクールなど、みんなで力を合わせて何かに

挑戦する時に、惜しみなく力を発揮して、成長する姿を見せてほしい

と願っています。また、２つ目の「友愛」については、他者との違いを

「壁」にするのではなく、互いを尊重し認め合うことと、そのために対

話を大切してほしいと１年生１人ひとりに協力をお願いしました。 

 

続いて、４月８日（水）に着任式を行い、新たに６名の先生を迎え、

生徒数２０４名、教職員数３９名の学校として、令和８年度１学期の

始業式を行いました。 

 

始業式の式辞では、子どもたちに対して、あいさつの大切さと、み

んなにとって楽しい学校を自分たちの手で作ってほしいと伝えまし

た。そのために、５人の生徒会役員や各委員会が中心になって、集

会等で色々な企画を実施していってほしいと願っています。先生の

指示で動く委員会から、自分たちの意思で主体的に動く委員会を

つくってほしいと願っています。 

 

次に、もう一つの校訓である「友愛」について話しました。仲間や

友だちを大切にして力を合わせたらどうなりますか？と問いかけ、そ

れを自分の意志で決意して、実行してほしいと伝えました。これから

一年間の暮らしの中で、体育大会や合唱コンクール、修学旅行や校

外学習などを子どもたちと一緒に体験し、田尻中学校の生徒のよさ

をたくさん感じたいと思います。歴代校長から聞いている通り、自慢

できる生徒だと感じさせてください。未来の自分は、今の自分の積み

重ねであるのは間違いありません。自分たちで考え、判断し、対話を

持ってみんなにとって楽しい学校をつくってくれると信じています。  

 

皆さんが頑張る姿を楽しみにしています。自分らしく、自分の得意

なことを中心にして、日々努力してください。特に、３年生は中学校生

活最後の 1年です。今すべきことを精一杯やってください。皆さんが

希望する進路に進めるように、全教職員が一丸となって支えます。よ

ろしくお願いいたします。 

（校長  水上 健生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度の職員を紹介します 

校 長 水上 健生 教 頭 横井 武志 

教務主任・生徒指導・ 井谷 光司 

１
年 

学年代表 中野 晃汰 理 科 

Ａ組担任 山本 裕真 保健体育 

Ｂ組担任 石橋 湧太 社 会 

副担任 阿波屋 景子 英 語 

副担任 道浦 敏幸 数 学 

支援担任 大木 信幸 技 術 

２
年 

学年代表 舟尾 宣亮 社 会 

Ａ組担任 山下 日南 数 学 

Ｂ組担任 田村 克哉 英 語 

副担任 久納 龍樹 国 語 

副担任 谷口 順子 通級指導 

副担任 久納 宏介 理 科 

３
年 

学年代表 髙山 裕子 保健体育 

Ａ組担任 中野 哲志 社 会 

Ｂ組担任 宇都宮 希典 国 語 

副担任 川口 誉人 理科（小中連携） 

副担任 清水 志都香 家庭/児童生徒ｃｏ．  

支援担任 延生 律子 美 術 

非常勤講師 
塩見 正明 音楽 通訳 ﾈﾗﾝｼﾞﾏﾄﾞｩﾗﾝｷﾞ 

藤野 大翔 保体 
教員補助員 

射手矢 忠 

授業サポート 山脇 昭子 音楽 古谷 奈津子 

栄養教諭 市政 雅美 

支援教育支援員 

石谷 直美 

養護教諭 青山 幸加 谷山あゆみ 

ＡＬＴ ｱﾙｶﾗﾌ･ﾑｽﾀﾌｧ 浅野 悦子 

事務 髙野 太樹 
校務員 

新留 公子 

図書司書 石川 智子 佃 裕子 

Ｓ Ｃ 高橋 健一郎 ＳＳＷ 高島 律子 

田尻町立中学校通信     第 1号 

いつも心に太陽を 

2026.４.8㈬ 



田尻中学校を去られた先生方 

本年度 11名の先生・職員の方々が本校を去られました。 

お世話になった先生方です。今までありがとうございました。 

池本勝利 校長先生 川楠優衣 先生 

清水えりか 先生 森田夏規 先生 

草竹智史 先生 青海夢生 先生 

北條哲也 先生 井原正雄 補助員 

南川真美 先生 牧郁子 SC 

安川志乃 先生  

新たに来られた先生方  

本年度新たに８名の先生・職員の方々が 

来られました。どうぞよろしくお願いいたします。 

水上健生 校長先生 久納宏介 先生 

中野晃汰 先生 藤野大翔 先生 

青山幸加 先生 高橋健一郎 SC 

田村克哉 先生 古谷奈津子 補助員 

専門家との連携を進めます 

 本年度も，専門家と連携しながら教育活動を進めてまいります。 

⚫ SC スクールカウンセラー（高橋健一郎さん） 

毎週木曜日に来校します。学習面や友達の事，お子様の事

などで相談を希望する生徒・保護者の方はご利用下さい。 

また，授業や休憩時間に校内を

回ることもあります。気軽に声をか

けてください。相談をご希望の方

は，教職員にご連絡下さい。 

⚫ SSW スクールソーシャルワーカー

（高島 律子さん） 

子育て等に関する相談を受け

付け，適切なアドバイスを受けたり，より効果的な助言を得る

ために，専門家や関係機関につなげる方です。教職員にご相

談下さい。 

 

今後の予定 

４/８㈬ 始業式（給食なし） 

４/９㈭ 離任式  午前中授業（給食なし） 

４/１０㈮ 5限後下校 

給食開始 ※エプロン・マスク・三角巾をご準備願います。 

４/１３㈪ 部活動体験開始（～２１㈪） 

４/１４㈫ 【３年生】内科検診（１３：３０） 

４/１５㈬ 【２年生】内科検診（１３：３０） 

４/１６㈭ 【１年生】内科検診（１３：３０） 

４/２０㈪ 身体測定 

４/２１㈫ 家庭訪問（～２４㈮） 

【３年生】全国学力学習状況調査（英語３技能） 

【１年生】心臓健診 

４/２３㈭ 【３年生】全国学力学習状況調査（国・数） 

４/３０㈭ 【１年生】宿泊学習（～５/１㈮ 府立海洋センター） 

５/７㈭ 【３年生】全国学力学習状況調査（英語 話すこと） 

５/１３㈬ ５限後下校 

５/１４㈭ ５限後下校 中間テスト一週前 

５/１５㈮ 園小中合同避難訓練（AM） 

授業参観（５限） PTA総会（６限） 

５/２１㈭ 中間テスト（～２２㈮） 

 

伸びゆく力 吾
わ れ

にあり 
 

 この言葉は，熊本にある白川小学校の校歌の一部です。「人間は

誰もが成長する力を持っており，それを活かすかどうかは自分

自身にかかっている」という意味です。子どもたちに成長への決意

を促す歌詞です。 

  

この歌詞には続きがあります。 

「伸びゆく力吾にあり 銀杏城の天守閣 堅き礎あればこそ」 

…銀杏城とは，熊本城のことです。今から４００年以上前の戦国時

代に，加藤清正によって築城されました。歌詞に「堅き礎」とあるよう

に，この城は石垣が非常に頑丈であることで有名です。地震の多い

日本は当時も同じで，加藤清正は築城のたびに崩れる石垣に悩ま

され続けたそうです。そのたびに，地震に遭っても簡単には崩れない

石垣の積み方について精密な計算にもとづく角度を研究し，家臣と

知恵を結集して実践を重ねてきたのです。…そして，現在の熊本城

が出来上がりました。 

 

今から１０年前，2016年に熊本地震が発生しました。しかし，無

事に崩れることなく残った石垣の多くは，戦国時代の築城当時の石

垣だったのです。このことを，当時 TVの特集で知った私の心には

衝撃が走りました。 

 

地震の翌年，新聞で白川小学校の校歌が紹介されました。 

「伸びゆく力吾にあり 銀杏城の天守閣 堅き礎あればこそ。…子

供は成長するための礎を学校で築き，大人になる。城の修復には何

十年という歳月を要するだろうが，修復までの日々を見届けるのも，

これからの復興を担っていく彼らだ」（２０１７年３/２０付 毎日新聞 余禄） 

 

改めて新入生の皆さん，ご入学おめでとうございます。在校生の

皆さん，進級おめでとうございます。小学校や中学に入っての学習・

経験で積み上げてきたことを土台にし，自分の力を信じて，新たな

目標に向かって突き進んでほしいと願っています。春の新生活のス

タートにあたり，皆さんにこの言葉を送りたいと思います。   

（教頭  横井武志） 

 


